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山
川
菊
栄
が
、
社
会
主
義
者
で
あ
り
、
フ

ェ
ミ
ニ
ス
ト
で
あ
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
。
わ
た
く
し
は
、
こ
の
稿
で
は
菊
栄

の
戦
後
思
想
、
特
に
天
皇
制
に
絞
っ
て
述
べ

た
い
。 

 

軍
国
主
義
・
侵
略
戦
争
批
判 

 

菊
栄
は
、
敗
戦
直
後
「
軍
国
主
義
日
本
」

批
判
と
「
国
体
」
批
判
を
集
中
的
に
行
っ
た
。

「
千
年
の
後
何
の
た
め
に
起
こ
さ
れ
、
何
の

た
め
に
続
け
ら
れ
て
い
る
の
か
わ
か
ら
ぬ
支

那
事
変
の
挙
句
」、
さ
ら
に
「
東
亜
全
体
に

ま
た
が
る
広
大
な
地
域
を
屠
殺
場
と
す
る
た

め
に
起
こ
さ
れ
た
こ
の
『
聖
戦
』
に
『
み
た 

       

み
わ
れ
生
け
る
し
る
し
あ
り
』
と
堕
落
し
た

の
も
、
そ
こ
に
追
い
や
ら
れ
た
奴
隷
自
身
で

で
は
な
か
っ
た
」（「
食
糧
難
と
社
会
不
安
」

『
改
造
』
46
年
１
月
号)

。
奴
隷
と
は
、
軍

国
日
本
の
た
め
に
戦
時
動
員
に
駆
り
立
て
ら

れ
た
民
衆
の
こ
と
で
あ
る
。 

こ
の
論
考
の
発
表
後
、
大
変
話
題
と
な
っ

た
丸
山
真
男
の
「
超
国
家
主
義
の
論
理
と
心

理
」
が
『
世
界
』
５
月
号
に
発
表
さ
れ
た
が
、

そ
こ
に
は
絶
対
無
謬
＝
天
皇
と
い
う
権
威
を

戴
く
こ
と
で
政
治
や
軍
事
の
あ
ら
ゆ
る
判
断

と
行
動
は
絶
対
化
さ
れ
、「
自
分
の
良
心
に

従
っ
て
判
断
し
行
動
」
し
、
結
果
に
対
し
て

は
自
ら
が
責
任
を
負
う
、
と
い
う
原
則
は
無

視
さ
れ
る
と
い
う
「
無
責
任
の
体
系
」
が
指 

       

摘
さ
れ
る
。
発
表
上
で
は
、
丸
山
氏
よ
り
も

早
く
、
菊
栄
は
天
皇
制
の
誤
謬
を
指
摘
し
た

こ
と
に
な
る
。 

治
安
維
持
法(

１
９
２
５
年
制
定)

の
も
と

で
の
「
国
体
」（
天
皇
制
）
批
判
を
公
然
と

行
う
こ
と
は
難
し
か
っ
た
。
菊
栄
は
、
敗
戦

後
の
評
論
活
動
に
お
い
て
、
巧
み
な
「
国

体
」
批
判
を
行
う
。
近
代
天
皇
制
の
確
立
過

程
で
、
日
本
国
民
の
頭
と
心
に
徐
々
に
刻
み

込
ま
れ
、
拡
大
再
生
産
さ
れ
、
ア
ジ
ア
太
平

洋
戦
争
期
に
は
文
字
通
り
、
現
人
神
と
崇
め

ら
れ
た
、
天
皇
へ
の
尊
崇
、
滅
私
奉
公
、
忠

孝
一
体
、
家
族
国
家
観
は
極
点
に
達
し
た
。 

 

 



◆時の動き 
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「
国
体
」(

天
皇
制)

批
判 

 
 

国
体
す
な
わ
ち
天
皇
制
と
家
族
制
度
に
つ

い
て
、
菊
栄
は
、「
日
本
だ
け
は
、
不
変
の

家
族
制
度
を
も
ち
、
固
定
し
た
国
体
を
も
ち

つ
づ
け
て
い
る
と
思
い
込
み
、
思
い
込
ま
せ

よ
う
」
と
し
て
き
た
と
述
べ
（『
自
由
に
考

え
、
自
由
に
学
ぶ
』
敗
戦
直
後
の
執
筆
と
推

定
）、
日
本
の
民
主
化
は
民
衆
や
女
性
大
衆

が
自
前
で
作
り
上
げ
て
い
く
こ
と
で
成
就
す

る
と
強
調
す
る
。 

「
近
衛
公
の
手
記
を
読
む
」（
『
評
論
』

46
年
３
月
号
）
は
、
い
か
に
も
菊
栄
ら
し 

         

い
筆
の
運
び
で
あ
る
。「
藤
原
の
朝
臣
近
衛

な
に
が
し
と
い
う
貴
族
宰
相
が
、
軍
帽
長
靴

の
山
法
師
に
神
輿
を
振
ら
れ
て
、
国
を
棒
に

振
り
、
命
を
棒
に
振
っ
た
の
は
家
伝
来
の
因

縁
」
で
あ
ろ
う
。
山
法
師
と
は
い
う
ま
で
も

な
く
軍
閥
で
あ
り
、
近
衛
文
麿
は
、
古
来
か

ら
天
皇
家
と
因
縁
の
深
い
五
摂
家
の
筆
頭
で

あ
る
。
こ
の
一
文
は
、
近
衛
批
判
と
と
も
に

天
皇
・
天
皇
制
批
判
を
行
っ
て
い
る
の
が
特

徴
で
あ
る
。「
最
後
の
断
が
天
皇
ひ
と
り
の

意
思
に
か
か
っ
て
い
る
こ
と
は
、
天
皇
個
人

の
思
想
、
性
格
が
一
切
を
支
配
す
る
独
裁
的

権
力
を
意
味
す
る
も
の
で
、
こ
れ
ほ
ど
大
き

な
危
険
は
な
い
」。
天
皇
が
平
和
を
希
望
し

つ
つ
、
自
己
の
意
思
に
反
し
て
、
軍
閥
代
表

の
意
思
に
従
う
危
険
も
あ
れ
ば
、
天
皇
自
身

軍
国
主
義
者
で
あ
る
場
合
に
は
進
ん
で
戦
争

を
選
ぶ
危
険
も
あ
る
。 

敗
戦
の
際
、「
終
戦
の
詔
」
を
発
し
ラ
ジ

オ
や
新
聞
が
総
動
員
さ
れ
、「
終
戦
」
は
天

皇
の
「
国
民
」
を
思
う
「
大
御
心
」
で
あ
り
、

聖
断
で
あ
っ
た
と
い
う
神
話
を
流
通
さ
せ
た
。 

こ
れ
に
対
し
菊
栄
は
「
開
戦
と
い
い
、
終

戦
と
い
い
、
最
も
利
害
関
係
の
深
い
八
千
万

国
民
の
意
思
を
無
視
し
て
、
一
人
の
主
権
者

の
意
思
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
在

来
の
制
度
〔
天
皇
制
〕
の
危
険
が
潜
ん
で
い

る
」
と
指
摘
、
欺
瞞
性
を
衝
い
た
。 

「
自
主
と
強
制
」（
46
年
中
の
執
筆
と
推

定
）
で
は
「
敗
退
と
い
う
と
こ
ろ
を
転
進
と

い
い
、
降
参
の
こ
と
を
終
戦
と
い
い
、
占
領

と
い
う
こ
と
を
進
駐
と
い
い
く
る
め
る
ウ
ソ

は
、
あ
ま
り
気
づ
か
れ
ず
に
い
る
」、「
こ
の

戦
争
の
侵
略
的
意
義
を
ご
ま
か
す
手
段
に
す

ぎ
な
い
。
降
伏
の
こ
と
を
終
戦
と
い
っ
て
、

さ
も
自
然
に
、
対
等
の
関
係
で
戦
争
が
終
わ

っ
た
か
の
よ
う
な
印
象
を
与
え
よ
う
と
し
て

い
る
」。
支
配
層
に
よ
る
言
葉
の
ウ
ソ
と
そ

の
内
実
に
つ
い
て
厳
し
く
批
判
し
て
い
る
。 

菊
栄
が
軍
国
主
義
・
植
民
地
主
義
の
遂
行
に

天
皇
制
が
果
た
し
た
責
任
を
逸
早
く
指
摘
し
、

民
主
化
の
主
体
形
成
に
力
を
注
い
だ
か
、
改

め
て
注
目
し
た
い
。 

(

す
ず
き
・
ゆ
う
こ
。
20
年
９
月
６
日
記) 

天皇制の誤謬を指摘した頃の山川菊栄 


